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○３号機原⼦炉建屋においては、1階及び５階オペレーティングフロアに各１台の地震計を設置
し、2020年４⽉１⽇より、建屋全体の経年変化の傾向把握等を⽬的とした試験運⽤を開始し
ましたが、その後、⾬⽔による⽔没（１階分）やノイズ発⽣（５階分）により、２台とも故
障に⾄りました。地震計の復旧については、ノイズ発⽣原因調査等に伴い中断しておりまし
たが、2021年３⽉４〜５⽇、1階及び５階に新品の地震計を設置する作業を実施しました。
（これまでの経緯）

・ 7⽉に１階地震計が⽔没 → 復旧に向け準備を進めるも、10⽉に５階地震計にノイズが発⽣したことに伴い、
１階の地震計もノイズ対策が必要と判断し、復旧をいったん中⽌。

・ノイズが発⽣した５階地震計については、⼯場での詳細調査にて基板の不具合を確認したものの、放射線の影
響有無も含め詳細な原因究明は⻑期化する可能性が⾼いと判断し、２台とも新品に交換する準備を開始してい
たところ、２⽉13⽇の福島県沖地震が発⽣。以後、余震が継続しており、検討に⽤いる地震記録をより多く
収集する観点から地震計メーカにご協⼒いただいてメーカ⼿持ち品を緊急で調達して設置作業を実施。

〇今後、１階の地震計については、⾬⽔対策として基礎（⾼さ約55cm）を新設して設置位置を
嵩上げする予定ですが、今回は早期に観測再開をする観点から、今回は従来よりも少し⾼い
位置（既設ハッチの⽴上り部）に暫定的に設置しています。

○設置後から昨⽇（３⽉18⽇）までの間に地震計の動作確認を実施し、地震計の動作や無線通
信に問題がないことを確認しました。今後、3⽉中を⽬途にノイズ等の故障発⽣時の対策とし
て予備品とする地震計６台を確保する予定ですが、早急に観測を再開するため、１階地震計
⽤基礎設置や予備品の⽤意に先⾏して、本⽇（３⽉19⽇）より地震計の試験運⽤を暫定的に
再開いたしました。（4⽉中を⽬途に基礎新設後に移設して本格復旧とする予定）

〇引き続き地震観測記録分析による建屋全体の経年変化の傾向把握や、無線式地震計の適⽤性
等を検証する試験運⽤を継続してまいります。オペフロの地震計が故障した原因の調査を継
続し、原因がわかった段階で対策品への交換も含めて検討してまいります。また、今後3号
機地震計の試験運⽤実施結果を踏まえ、1、2号機へ地震計設置の拡⼤を進めてまいります。



3号機地震計の復旧 機器設置状況（断⾯図）
 3号機Ｒ／Ｂ「１階レベル」「オペフロレベル」ともに地震計を復旧。
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②オペフロレベル（南⻄側カバー下）
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（参考）３号機への地震計設置にあたっては，線量が⾼い環境下での作業が必要となることから，無線式通信可能かつ省電⼒・省ス
ペースの「MEMS型加速度センサー」による地震計を選定した。福島第⼀原⼦⼒発電所に従来より設置している地震計とは異なるタイ
プであるため，今後継続して適⽤性を検証する。

※１階の地震計は、従来よりも45cm⾼い位置
（既設ハッチの⽴上り部）に暫定設置。
（今後基礎を新設し嵩上げする予定）
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3号機地震計の復旧 機器設置状況（平⾯図）

● 地震計
地震計設置位置（平⾯図）

１階レベル ５階オペフロレベル

←北
燃料取出⽤
カバー範囲

※復旧した１階の地震計は、従来
よりも50cm程度南側に設置

※復旧した５階の地震計は、
従来と同⼀位置に設置
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（参考）3号機地震計 観測記録について
 3号機原⼦炉建屋に試験設置した地震計では2020年4〜7⽉で計13回※1 の地震観測記録を取得し、建屋経

年変化の傾向把握ができないか検討している。(4⽉:5回、5⽉:4回、6⽉:3回、7⽉:1回）
※1 地震計が2台とも動作した地震の回数

 そのうち、最も⼤きな加速度を記録した地震は次の通り。
 [発⽣⽇時]2020年5⽉19⽇12時17分 [震央地名] 福島県沖 [地震規模] マグニチュード5.4

 上記地震における各号機地震計の最⼤加速度を下表に⽰す。
 建屋構造や設置位置が異なるために単純に⽐較できるものではないが、3号機の最⼤加速度は5,6号機

と⽐較して特異性は⾒られない。

5階(オペフロ)

１階

3号機地震計 2020年5⽉19⽇の観測記録（南北⽅向）

[秒]
原⼦炉
建屋 設置場所

最⼤加速度(gal)
設置⽬的

NS EW UD

3号機

5階
(オペフロ) 49.7 44.3 22.0 地震記録を収集し、

建屋経年変化の傾向把
握が出来るかの検討に
利⽤1階 25.1 25.7 23.5

5号機
2階 26.3 20.8 17.8 建屋の振動特性分析に

利⽤

地下1階
(基礎版) 24.2 14.7 12.9 発電所の運⽤に利⽤

（バックアップ）

6号機

6階
(オペフロ) 44.6 38.2 18.7 建屋の振動特性分析に

利⽤

地下2階
(基礎版)※2 13.4 16.7 16.0 発電所の運⽤に利⽤

2020年5⽉19⽇の観測記録⼀覧
※2 最⼤値を記録した6-R2の値を記載
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